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省エネルギー基準（非住宅建築物） 

ルート C（モデル建物法）複数用途集計プログラム 仕様書  

Ver.3.0 

 

2021/04/01 公開 

 

 

1. 計算対象面積 

𝐴𝑟 =∑𝐴𝑟,𝑖

𝑁

𝑖

 ・・・・ (1.1) 

 

ここで、 

𝐴𝑟 ：評価対象建築物の計算対象床面積     [㎡] 

𝑁 ：評価対象建築物に含まれる建物用途の数      [-] 

𝐴𝑟,𝑖 ：評価対象建築物に含まれる建物用途 iの床面積    [㎡] 

 

 

 

2. 設計一次エネルギー消費量 

2.1 建物全体 

𝐸𝑇𝑟 =∑(𝐸𝑇𝑚,𝑖
𝐴𝑟,𝑖
𝐴𝑚,𝑖

)

𝑁

𝑖

・・・・(2.1) 

 

ここで、 

𝐸𝑇𝑟 ：評価対象建築物の建物全体の設計一次エネルギー消費量   [GJ] 

𝐸𝑇𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における建物全体の設計一次エネルギー消費量 [GJ] 

𝐴𝑟,𝑖 ：評価対象建築物に含まれる建物用途 iの床面積    [㎡] 

𝐴𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物の床面積 （表 1）     [㎡] 

 

表 1 モデル建物の床面積 

事務所モデル 4123.50 ㎡ 

ビジネスホテルモデル 4751.05 ㎡ 

シティホテルモデル 15412.50 ㎡ 

総合病院モデル 4555.71 ㎡ 

クリニックモデル 429.80 ㎡ 

福祉施設モデル 6040.86 ㎡ 

大規模物販モデル 4394.62 ㎡ 
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小規模物販モデル 386.00 ㎡ 

学校モデル 4945.43 ㎡ 

幼稚園モデル 2405.96 ㎡ 

大学モデル 9250.30 ㎡ 

講堂モデル 4600.875 ㎡ 

飲食店モデル 1534.40 ㎡ 

集会所モデル 𝐴𝑟,𝑖 

工場モデル 𝐴𝑟,𝑖 

 

 

𝐸𝑇𝑚,𝑖 = 𝐸𝐴𝐶𝑚,𝑖 + 𝐸𝑉𝑚,𝑖 + 𝐸𝐿𝑚,𝑖 + 𝐸𝐻𝑊𝑚,𝑖 + 𝐸𝐸𝑉𝑚,𝑖 − 𝐸𝑃𝑚,𝑖 − 𝐸𝐶𝐺𝑆𝑚,𝑖・・・・(2.2) 

 

ここで、 

𝐸𝑇𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における建物全体の設計一次エネルギー消費量（その他一次

エネルギー消費量を含まない） [GJ] 

𝐸𝐴𝐶𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における空気調和設備の設計一次エネルギー消費量 [GJ] 

𝐸𝑉𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における機械換気設備の設計一次エネルギー消費量 [GJ] 

𝐸𝐿𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における照明設備の設計一次エネルギー消費量 [GJ] 

𝐸𝐻𝑊𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における給湯設備の設計一次エネルギー消費量 [GJ] 

𝐸𝐸𝑉𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における昇降機の設計一次エネルギー消費量  [GJ] 

𝐸𝑝𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における太陽光発電設備の創エネルギー量  [GJ] 

𝐸𝐶𝐺𝑆𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物におけるコージェネレーション設備の創エネルギー量 [GJ] 

 

なお、2つ以上の建物用途でコージェネレーション設備の評価がある場合はエラーにする。 

 

 

2.2 空気調和設備 

 

𝐸𝐴𝐶𝑟 =∑(𝐸𝐴𝐶𝑚,𝑖
𝐴𝑟,𝑖
𝐴𝑚,𝑖

)

𝑁

𝑖

・・・・(2.3) 

 

ここで、 

𝐸𝐴𝐶𝑟 ：評価対象建築物の空気調和設備の設計一次エネルギー消費量  [GJ] 

𝐸𝐴𝐶𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における空気調和設備の設計一次エネルギー消費量 [GJ] 

𝐴𝑟,𝑖 ：評価対象建築物に含まれる建物用途 iの床面積    [㎡] 

𝐴𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物の床面積 （表 1）     [㎡] 
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2.3 機械換気設備 

 

𝐸𝑉𝑟 =∑(𝐸𝑉𝑚,𝑖
𝐴𝑟,𝑖
𝐴𝑚,𝑖

)

𝑁

𝑖

・・・・(2.4) 

 

ここで、 

𝐸𝑉𝑟 ：評価対象建築物の機械換気設備の設計一次エネルギー消費量  [GJ] 

𝐸𝑉𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における機械換気設備の設計一次エネルギー消費量 [GJ] 

𝐴𝑟,𝑖 ：評価対象建築物に含まれる建物用途 iの床面積    [㎡] 

𝐴𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物の床面積 （表 1）     [㎡] 

 

 

2.4 照明設備 

 

𝐸𝐿𝑟 =∑(𝐸𝐿𝑚,𝑖
𝐴𝑟,𝑖
𝐴𝑚,𝑖

)

𝑁

𝑖

・・・・(2.5) 

 

ここで、 

𝐸𝐿𝑟 ：評価対象建築物の照明設備の設計一次エネルギー消費量   [GJ] 

𝐸𝐿𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における照明設備の設計一次エネルギー消費量 [GJ] 

𝐴𝑟,𝑖 ：評価対象建築物に含まれる建物用途 iの床面積    [㎡] 

𝐴𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物の床面積 （表 1）     [㎡] 

 

 

2.5 給湯設備 

 

𝐸𝐻𝑊𝑟 =∑(𝐸𝐻𝑊𝑚,𝑖
𝐴𝑟,𝑖
𝐴𝑚,𝑖

)

𝑁

𝑖

・・・・(2.6) 

 

ここで、 

𝐸𝐻𝑊𝑟 ：評価対象建築物の給湯設備の設計一次エネルギー消費量   [GJ] 

𝐸𝐻𝑊𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における給湯設備の設計一次エネルギー消費量 [GJ] 

𝐴𝑟,𝑖 ：評価対象建築物に含まれる建物用途 iの床面積    [㎡] 

𝐴𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物の床面積 （表 1）     [㎡] 
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2.6 昇降機 

 

𝐸𝐸𝑉𝑟 =∑(𝐸𝐸𝑉𝑚,𝑖
𝐴𝑟,𝑖
𝐴𝑚,𝑖

)

𝑁

𝑖

・・・・(2.7) 

 

ここで、 

𝐸𝐸𝑉𝑟 ：評価対象建築物の昇降機の設計一次エネルギー消費量   [GJ] 

𝐸𝐸𝑉𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における昇降機の設計一次エネルギー消費量  [GJ] 

𝐴𝑟,𝑖 ：評価対象建築物に含まれる建物用途 iの床面積    [㎡] 

𝐴𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物の床面積 （表 1）     [㎡] 
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3. 一次エネルギー消費量基準値 

3.1 建物全体 

 

𝐸𝑆𝑇𝑟 =∑(𝐸𝑆𝑇𝑚,𝑖
𝐴𝑟,𝑖
𝐴𝑚,𝑖

)

𝑁

𝑖

・・・・(3.1) 

 

ここで、 

𝐸𝑆𝑇𝑟 ：評価対象建築物の建物全体の基準一次エネルギー消費量（その他一次エネルギー消

費量を含まない）[GJ] 

𝐸𝑆𝑇𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における建物全体の基準一次エネルギー消費量 [GJ] 

𝐴𝑟,𝑖 ：評価対象建築物に含まれる建物用途 iの床面積    [㎡] 

𝐴𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物の床面積 （表 1）     [㎡] 

 

𝐸𝑆𝑇𝑚,𝑖 = 𝐸𝑆𝐴𝐶𝑚,𝑖 + 𝐸𝑆𝑉𝑚,𝑖 + 𝐸𝑆𝐿𝑚,𝑖 + 𝐸𝑆𝐻𝑊𝑚,𝑖 + 𝐸𝑆𝐸𝑉𝑚,𝑖・・・・(3.2) 

 

ここで、 

𝐸𝑆𝑇𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における建物全体の基準一次エネルギー消費量 [GJ] 

𝐸𝑆𝐴𝐶𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における空気調和設備の基準一次エネルギー消費量 [GJ] 

𝐸𝑆𝑉𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における機械換気設備の基準一次エネルギー消費量 [GJ] 

𝐸𝑆𝐿𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における照明設備の基準一次エネルギー消費量 [GJ] 

𝐸𝑆𝐻𝑊𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における給湯設備の基準一次エネルギー消費量 [GJ] 

𝐸𝑆𝐸𝑉𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における昇降機の基準一次エネルギー消費量  [GJ] 

 

 

3.2 空気調和設備 

 

𝐸𝑆𝐴𝐶𝑟 =∑(𝐸𝑆𝐴𝐶𝑚,𝑖
𝐴𝑟,𝑖
𝐴𝑚,𝑖

)

𝑁

𝑖

・・・・(3.3) 

 

ここで、 

𝐸𝑆𝐴𝐶𝑟 ：評価対象建築物の空気調和設備の基準一次エネルギー消費量  [GJ] 

𝐸𝑆𝐴𝐶𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における空気調和設備の基準一次エネルギー消費量 [GJ] 

𝐴𝑟,𝑖 ：評価対象建築物に含まれる建物用途 iの床面積    [㎡] 

𝐴𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物の床面積 （表 1）     [㎡] 
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3.3 機械換気設備 

 

𝐸𝑆𝑉𝑟 =∑(𝐸𝑆𝑉𝑚,𝑖
𝐴𝑟,𝑖
𝐴𝑚,𝑖

)

𝑁

𝑖

・・・・(3.4) 

 

ここで、 

𝐸𝑆𝑉𝑟 ：評価対象建築物の機械換気設備の基準一次エネルギー消費量  [GJ] 

𝐸𝑆𝑉𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における機械換気設備の基準一次エネルギー消費量 [GJ] 

𝐴𝑟,𝑖 ：評価対象建築物に含まれる建物用途 iの床面積    [㎡] 

𝐴𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物の床面積 （表 1）     [㎡] 

 

 

3.4 照明設備 

 

𝐸𝑆𝐿𝑟 =∑(𝐸𝑆𝐿𝑚,𝑖
𝐴𝑟,𝑖
𝐴𝑚,𝑖

)

𝑁

𝑖

・・・・(3.5) 

 

ここで、 

𝐸𝑆𝐿𝑟 ：評価対象建築物の照明設備の基準一次エネルギー消費量   [GJ] 

𝐸𝑆𝐿𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における照明設備の基準一次エネルギー消費量 [GJ] 

𝐴𝑟,𝑖 ：評価対象建築物に含まれる建物用途 iの床面積    [㎡] 

𝐴𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物の床面積 （表 1）     [㎡] 

 

 

3.5 給湯設備 

 

𝐸𝑆𝐻𝑊𝑟 =∑(𝐸𝑆𝐻𝑊𝑚,𝑖
𝐴𝑟,𝑖
𝐴𝑚,𝑖

)

𝑁

𝑖

・・・・(3.6) 

 

ここで、 

𝐸𝑆𝐻𝑊𝑟 ：評価対象建築物の給湯設備の基準一次エネルギー消費量   [GJ] 

𝐸𝑆𝐻𝑊𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における給湯設備の基準一次エネルギー消費量 [GJ] 

𝐴𝑟,𝑖 ：評価対象建築物に含まれる建物用途 iの床面積    [㎡] 

𝐴𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物の床面積 （表 1）     [㎡] 
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3.6 昇降機 

 

𝐸𝑆𝐸𝑉𝑟 =∑(𝐸𝑆𝐸𝑉𝑚,𝑖
𝐴𝑟,𝑖
𝐴𝑚,𝑖

)

𝑁

𝑖

・・・・(3.7) 

 

ここで、 

𝐸𝑆𝐸𝑉𝑟 ：評価対象建築物の昇降機の基準一次エネルギー消費量   [GJ] 

𝐸𝑆𝐸𝑉𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における昇降機の基準一次エネルギー消費量  [GJ] 

𝐴𝑟,𝑖 ：評価対象建築物に含まれる建物用途 iの床面積    [㎡] 

𝐴𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物の床面積 （表 1）     [㎡] 
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4. BEIm 

 

複数用途集計ツールのインターフェイス（図 4.1）において、以下の 3つの項目を入力できるもの

とする。 

1) 既存部分の床面積  （0 以上の数値、小数点以下 2 桁まで。デフォルトは 0.00 とする。） 

2) 既存部分の BEI   （0 以上の数値、小数点以下 2 桁まで。デフォルトは 1.20 とする。） 

3) 増改築部分の床面積  （0 以上の数値、小数点以下 2 桁まで。デフォルトは 0.00 とする。） 

 

 

図 4.1 複数用途集計ツールのインターフェイス 

 

BEIm の算定方法は、当該申請が「新築」であるか、「既存建築物の増改築」であるかによって異な

る。「新築」であるか「既存建築物の増改築」であるかは次のように判断する。 

・ 入力された「既存部分の床面積」と「増改築部分の床面積」が 共に 0 である場合は、当該申請

は「新築」であると判断する。 

・ 入力された「既存部分の床面積」が 0 であり、「増改築部分の床面積」が 0 以上である場合は、

「既存建築物の増改築時は、既存部分の床面積と増改築部分の床面積の両方を入力する必要があ

ります。」と表示してエラーを返す。 

・ 入力された「既存部分の床面積」と「増改築部分の床面積」が共に 0以上であれば、当該申請は

「既存建築物の増改築」であると判断する。 
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・ 入力された「既存部分の床面積」が 0以上であり、「増改築部分の床面積」が 0であれば、「既存

建築物の増改築時は、既存部分の床面積と増改築部分の床面積の両方を入力する必要がありま

す。」と表示してエラーを返す。 

 

BEImは次式（4.1）〜（4.6）で算出する。「既存建築物の増改築」に該当する場合は、入力された数

値に基づき既存部分の BEI と増改築部分の BEIm を面積按分することで建築物全体の BEIm を計

算する。 

 

𝐵𝐸𝐼𝑚 =

{
 

 
𝐸𝑇𝑟
𝐸𝑆𝑇𝑟

⋯新築の場合

𝐵𝐸𝐼𝑒𝑥𝑖𝑠𝑡 ∙
𝑆𝑒𝑥𝑖𝑠𝑡

𝑆𝑒𝑥𝑖𝑠𝑡 + 𝑆𝑛𝑒𝑤
+
𝐸𝑇𝑟
𝐸𝑆𝑇𝑟

∙
𝑆𝑛𝑒𝑤

𝑆𝑒𝑥𝑖𝑠𝑡 + 𝑆𝑛𝑒𝑤
 ⋯既存建築物の増改築の場合

・・・・(4.1) 

 

𝐵𝐸𝐼𝑚,𝐴𝐶 =
𝐸𝐴𝐶𝑟
𝐸𝑆𝐴𝐶𝑟

・・・・(4.2) 

𝐵𝐸𝐼𝑚,𝑉 =
𝐸𝑉𝑟
𝐸𝑆𝑉𝑟

・・・・(4.3) 

𝐵𝐸𝐼𝑚,𝐿 =
𝐸𝐿𝑟
𝐸𝑆𝐿𝑟

・・・・(4.4) 

𝐵𝐸𝐼𝑚,𝐻𝑊 =
𝐸𝐻𝑊𝑟
𝐸𝑆𝐻𝑊𝑟

・・・・(4.5) 

𝐵𝐸𝐼𝑚,𝐸𝑉 =
𝐸𝐸𝑉𝑟
𝐸𝑆𝐸𝑉𝑟

・・・・(4.6) 

 

ここで、 

𝑆𝑒𝑥𝑖𝑠𝑡 ：既存部分の床面積       [㎡] 

BEI𝑒𝑥𝑖𝑠𝑡 ：既存部分の BEI       [-] 

𝑆𝑛𝑒𝑤 ：増改築部分の床面積       [㎡] 
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5. 設計 PAL＊ 

 

𝑃𝐴𝐿𝑇𝑟 =∑(
𝑃𝐴𝐿𝑇𝑚,𝑖 × 𝐴𝑝𝑚,𝑖

𝐴𝑃𝑚
)

𝑁

𝑖

・・・・(5.1) 

𝐴𝑝𝑚 =∑(𝐴𝑝𝑚,𝑖)

𝑁

𝑖

・・・・(5.2) 

 

ここで、 

𝑃𝐴𝐿𝑇𝑟 ：評価対象建築物の建物全体の設計 PAL＊    [MJ/㎡年] 

𝑃𝐴𝐿𝑇𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における建物全体の設計 PAL＊  [MJ/㎡年] 

𝐴𝑝𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物におけるペリメータ床面積   [㎡] 

 

 

6. 基準 PAL＊ 

 

𝑃𝐴𝐿𝑆𝑇𝑟 =∑(
𝑃𝐴𝐿𝑆𝑇𝑚,𝑖 × 𝐴𝑝𝑚,𝑖

𝐴𝑃𝑚
)

𝑁

𝑖

・・・・(6.1) 

 

ここで、 

𝑃𝐴𝐿𝑆𝑇𝑟 ：評価対象建築物の建物全体の基準 PAL＊    [MJ/㎡年] 

𝑃𝐴𝐿𝑆𝑇𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物における建物全体の基準 PAL＊  [MJ/㎡年] 

𝐴𝑝𝑚,𝑖 ：建物用途 iのモデル建物におけるペリメータ床面積   [㎡] 

 

 

7. BPIm 

 

𝐵𝑃𝐼𝑚 =
𝑃𝐴𝐿𝑇𝑟
𝑃𝐴𝐿𝑆𝑇𝑟

・・・・(7.1) 
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8. 出力 

 

出力項目 定義 

建物名称 すべてのモデルの建物名称を「＋」で結合したもの（例：「〇〇ビル事務

所部分＋〇〇ビル店舗部分」） 

地域区分 すべてのモデルで同一の地域区分 

建物用途 すべてのモデルのモデル建物を「＋」で結合したもの（例：「事務所モデ

ル＋大規模物販モデル」） 

計算対象面積 A <式(1.1)>小数点以下 3桁目を四捨五入し 2桁目まで表示 

BEIm BEIm  ＜式(4.1)＞小数点以下 3桁目を切り上げし 2桁目まで表示 

BEIm/AC BEIm,AC   ＜式(4.2)＞小数点以下 3桁目を切り上げし 2桁目まで表示 

BEIm/V BEIm,V   ＜式(4.3)＞小数点以下 3桁目を切り上げし 2桁目まで表示 

BEIm/L BEIm,L   ＜式(4.4)＞小数点以下 3桁目を切り上げし 2桁目まで表示 

BEIm/HW BEIm,HW   ＜式(4.5)＞小数点以下 3 桁目を切り上げし 2 桁目まで表

示 

BEIm/EV BEIm,EV  ＜式(4.6)＞小数点以下 3桁目を切り上げし 2桁目まで表示 

BPIm BPIm    ＜式(4.7)＞小数点以下 3桁目を切り上げし 2桁目まで表示 

 

 

9. エラー処理 

 

次の場合はエラーメッセージを表示し処理を中止すること。 

 

No. 条件 エラーメッセージ 

E1 地域が異なるモデルが存在する 地域が異なります。 

E2 同じ建物用途のモデルが存在する 同じ建物用途のものがあります。 

E3 全てのモデルの床面積の合計が

5000㎡以上である 

床面積の合計が 5000㎡以上です。 

E4 いずれかのモデルが破損している ファイルが読み込みませんでした。 

E5 モデルが指定されていない 中断ファイルを指定してください。 
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10. 更新履歴 

 

Rev. Ver. 年月日 更新内容 作業者 

1 1.0.0 2014/2/12 作成 宇田 

2 1.2.0 2014/2/13 詳細を作成 宮田 

3 1.3.0 2014/2/15 式(1.1)のNrをNに変更、8. の式番号を更新 宮田 

4 1.3.0 2014/2/17 バージョン表記、最終更新日を修正。 宇田 

5 1.3.1 2014/2/18 エラー処理 E5を追加 宇田 

6 2.8.1 2019/12/5 現行バージョン（Ver.2.8.1）に合わせて表 1 を更新。

BEIm の計算式に既存建築物の増改築等の場合を追

加。 

新井 

7 3.0.0 2020/9/14 建物全体の設計一次エネルギー消費量と基準一次エネ

ルギー消費量の計算式を変更。実プログラムの計算と

異なる記述(設計・基準一次エネルギー消費量へのその

他一次エネルギー消費量の加算)を削除し、設計一次エ

ネルギー消費量からコージェネレーション設備の創エ

ネルギー量を引くように変更。 

上野 

8 3.00 2020/11/11 既存建築物の BEImを任意に入力できるように変更。 宮田 

 


